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取引先の役員を自宅へ招待↓た費用

Q:当社の取引先には外国の企業が多いた

め、海外からのお客様は社長の私宅に招待し

て接待することにしています。

この場合、社長の私宅で会食等をしたとき

に要した費用は、社長の給与等として取り扱

われるのでしょうか。

A:社長の私宅において行った接待等であ

っても、法人の業務としてのものである限り、

社長に対する給与等ではなく、交際費等に該

当します。

【解説】

交際費と給与との区分は、役員、従業員の

側からみて業務に関連しての接待きょう応は

交際費、自ら経済的利益を得ることを目的と

しての接待きょう応は給与と考えればよいと

思います。

会社の得意先等を役員又は使用人の私宅に

おいて接待する例は一般にみられるところで、

外国ではこの種のパーティーが非常に多いよ

うです。

この場合、その接待等が法人の業務として

のものであるときは、法人の計算に帰属する

交際費等として取り扱われ、役員等に対して

給与を支給したものとして取り扱われること

はありません。

また、接待等を行う場所としては特に定め

がなく、接待等の目的に応じて相応の場所と

なるはずですので、たとえ社長の私宅で行っ

ても

せん
、
。

それのみで給与にはなることはありま


